
第1回懇談会における質問・意見（当日回答したものは除く） 資料１

質問者 質問・意見 回答 頁番号

大貝先生 温室効果ガスの算定は40年間だが、40年間

とする根拠は。

○国指針により、土地改良事業は耐用

年数の異なるものを一体的に整備する

ことから、施設の平均的な耐用年数を

踏まえ、当該事業の工事期間＋40年

を評価対象期間とされている。

P3

山本先生 財政力指数のグループ分けによらず、市町

村実負担平均は同じくらいになるのではな

いか。

○地帯別市町村数によるグループ分け

の結果の割合が均等ではないため、同

程度とはならない。

P4～P5

小糸先生 財政力指数が低い市町村の農家は、合意形

成に影響があるのではないか。

○財政力指数の多寡による合意形成へ

の影響は、資料から読み取れず、影響

度合については不明。

－

山本先生 国はGDP１％に対して、農業関連予算を

２％とっているが、道は？

○道は、名目GDP3.97%（R2）に対

して、道歳出予算全体の9.57％を予算

化。

P6～P7

山本先生 ･受益戸数から1戸あたりの平均負担を知り

たい

･水田は一戸あたりの収入は変わらないので

1haあたりの数字を算出してみては。

○第1回懇談会時の試算結果を用いて

算出。

○標準単価を用いて算出。

P8～

P11

武者先生 地理的な問題もあると思うので地図で示し

て欲しい

○実施地区数別、財政力指数別に地図

を作成。

P12～

P13

○効果算定マニュアルについて

○道営農業農村整備事業実施区域図（R1～R3）

○市町村財政状況と道営事業・実施地区数（R1～R3）　

○北海道財政力指数、国･道内総生産と予算の関連性　

○1haあたり標準単価（水田・畑地）、費用負担の試算（H28～R2）＿地区別　
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○道営農業農村整備事業実施区域図(R1～R3) P１２

○市町村財政状況と道営事業…実施地区数(R1～R3) P４



効果算定マニュアルについて

3

土地改良事業の費用対効果分析に関する基本指針 より抜粋
平成20年10月1日改正 農林水産省農村振興局

（５）評価対象期間
土地改良事業は、農業用ダム、頭首工、農業用用排水路、農業用用排水機場など

耐用年数の異なるものを一体的に整備するものであることから、施設の平均的な耐
用年数を踏まえ、当該事業の工事期間＋40年を評価対象期間として設定する。

農林水産省農村振興局整備部土地改良企画課
令和5年4月
「土地改良事業の費用対効果分析に必要な諸係数」
から引用



市町村財政状況と道営事業・実施地区数(R1～R3)
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※財政力指数はR1～R3の平均値
総事業費、市町村実負担、総地区数（実数）はR1～R3に実施した道営農業農村整備事業の合計値

単位：百万円、地区

～0.200 45 48,121 1,069 2,663 59 123 2.7
0.201～0.300 52 108,076 2,078 6,695 129 224 4.3
0.301～0.400 20 61,370 3,069 3,016 151 127 6.4
0.401～0.500 10 28,859 2,886 3,236 324 64 6.4
0.501～ 8 16,630 2,079 1,082 135 32 4.0
合計 135 263,056 1,949 16,692 124 570 4.2

道営事業実施なし 44 0 0 0 0 0 0

総地区数 地区数平均財政力指数 市町村数 総事業費
市町村
実負担

総事業費
平均

市町村
実負担平均



市町村財政状況と道営事業・実施地区数(R1～R3)
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北海道財政力指数

北海道財政力指数
0.446(R1～R3平均)

総務省HP 令和3年度都道府県財政指数表から引用
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国・道内総生産と予算
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北海道歳出予算現額（R2）
3,915,281百万円
うち農政費＋水産林務費374,355百万円

(9.57%)
※農政費 265,698百万円(6.79%)
※水産林務費 108,657百万円(2.78%)

道内総生産(R2 生産側)
○名目
19,725,624百万円
うち農林水産業 781,429百万円(3.97%)
○実質
19,052,384百万円
うち農林水産業 655,476百万円(3.44%)

国内総生産(R2 生産側)
○名目
538,155.4十億円
うち農林水産業5,619.8十億円(1.05%)
○実質
528,178.9十億円
うち農林水産業4,688.7十億円(0.89%)

国歳出予算現額（R2）
182,265,832百万円
うち農林水産省 4,650,681百万円(2.55%)

北海道総務部HP 令和2年度一般会計歳入歳出決算より出典北海道経済部HP 令和2年度道民経済計算統計表より出典

内閣府HP 2020年度国民経済計算経済活動別国内総生産より出典

歳出予算現額
歳出予算額(当初＋補正)＋前年度繰越額

財務省HP 令和2年度一般会計歳入歳出決算決算より出典

国内総生産(名目) 歳出予算現額
北海道 3.97% 9.57%

国 1.05% 2.55%



1haあたり標準単価（水田）
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事業名：経営体(５５％)
・負担率
（農家負担工種） 国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 ０％ 農家 １２．５％
（市町村負担工種）国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 １２．５％ 農家 ０％
・G                 L 国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 １０％ 農家 ２．５％

○農家負担 ○市町村負担

※１ 区画整理を伴う暗渠排水・客土

※２ ほ場条件等により変動

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
(参考)ＧＬ適用 93.8 73.8 58.8 2.5%

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
(参考)ＧＬ適用 375.0 295.0 235.0 10.0%

現行負担－本来負担 ▲ 187.5 ▲ 147.5 ▲ 117.5 現行負担－本来負担 93.8 73.8 58.8

GL－現行負担 ▲ 187.5 ▲ 147.5 ▲ 117.5 GL－現行負担 281.2 221.2 176.2

（千円/ha）
区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
標準単価※2 3,750 2,950 2,350 －

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
本来負担 468.8 368.8 293.8 12.5%

PUによる負担軽減
現行負担 281.3 221.3 176.3 7.5%

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
本来負担 0.0 0.0 0.0 0.0%

PUによる負担軽減
現行負担 93.8 73.8 58.8 2.5%



1haあたり標準単価（畑地）
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事業名：畑総(育成型：５５％)
・負担率
（農家負担工種） 国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 ０％ 農家 １７％
（市町村負担工種）国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 １７％ 農家 ０％
・G                   L 国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 ８％ 農家 ９％

○農家負担 ○市町村負担

※１ 区画整理を伴う暗渠排水・客土

※２ ほ場条件等により変動

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
(参考)ＧＬ適用 359.1 274.5 374.4 9.0%

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
(参考)ＧＬ適用 319.2 244.0 332.8 8.0%

現行負担－本来負担 ▲ 379.0 ▲ 289.7 ▲ 395.2

GL－現行負担 59.8 45.7 62.4

現行負担－本来負担 189.5 144.9 197.6

GL－現行負担 129.7 99.1 135.2

（千円/ha）
区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
標準単価※2 3,990 3,050 4,160 －

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
本来負担 678.3 518.5 707.2 17.0%

PUによる負担軽減
現行負担 299.3 228.8 312.0 7.5%

区分 整地 暗渠排水※1 客土※1 負担割合
本来負担 0.0 0.0 0.0 0.0%

PUによる負担軽減
現行負担 189.5 144.9 197.6 4.75%



費用負担の試算（H28～R2）＿地区別
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■ A 地区 事業名：経営体(５５％)
・総事業費 3,063,462千円 ・受益戸数 28戸(R2) ・事業面積 178ha（受益面積 197.8ha）
・工期 H24～R4 試算期間 H28～R2
・負担率

（農家負担工種） 国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 ０％ 農家 １２．５％
（市町村負担工種）国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 １２．５％ 農家 ０％
・G L 国 ５５％ 道 ３２．５％ 市町村 １０％ 農家 ２．５％

国 道 市町村 農家 計
本来負担 1,684,904 995,625 61,493 321,440 3,063,462

現行負担 1,684,904 1,024,229 90,096 264,234 3,063,462

国 道 市町村 農家 計
（参考）GL適用 1,684,904 995,625 306,346 76,587 3,063,462

◎PUにより本来負担から5カ年で▲2,043千円／戸
▲ 321千円／ha

◎GL適用により現行負担から5カ年で▲6,702千円／戸
▲1,054千円／ha

単位：千円

市町村負担工種
用水新設 排水路

事業量（ha,m） 1（箇所） 12,798m
事業費（千円） 9,999 966,034

農家負担工種
区画整理(整地･暗渠排水･用水路)

178ha
2,087,429

現行負担－本来負担 +28,603 +28,603 ▲ 57,206

GL－現行負担 ▲ 28,603 +216,250 ▲ 187,647

円滑な事業の推進に支障をきたす恐れがあるため、振興局名・地区名は非公表



費用負担の試算（H28～R2）＿地区別
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■ B 地区 事業名：畑総(育成型：５５％)
・総事業費 2,813,264千円 ・受益戸数 26戸(R2) ・事業面積 64.3ha（受益面積 364.6ha）
・工期 H26～R5 試算期間 H28～R2
・負担率
（農家負担工種） 国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 ０％ 農家 １７％
（市町村負担工種）国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 １７％ 農家 ０％
・G L 国 ５５％ 道 ２８％ 市町村 ８％ 農家 ９％ 単位：千円

国 道 市町村 農家 計
本来負担 1,547,295 787,714 457,568 20,687 2,813,264

現行負担 1,547,295 790,588 460,442 14,939 2,813,264

国 道 市町村 農家 計
（参考）GL適用 1,547,295 787,714 225,061 253,194 2,813,264

◎PUにより本来負担から5カ年で▲221千円／戸
▲ 89千円／ha

◎GL適用により現行負担から5カ年で9,164千円／戸
3,705千円／ha

単独暗渠 排水路 農道 営農用水
46.3ha 115m 測試等 24,020m

事業費（千円） 74,542 48,981 9,325 2,633,27047,147
事業量（ha,m）

農家負担工種 市町村負担工種

18ha
区画整理(整地･暗渠排水)

現行負担－本来負担 +2,874 +2,874 ▲ 5,748

GL－現行負担 ▲ 2,874 ▲ 235,381 +238,255

円滑な事業の推進に支障をきたす恐れがあるため、振興局名・地区名は非公表



R1～R3道営農業農村整備事業(実施地区数別)
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（例）
十勝 足寄町
水田0地区、畑地2地区、草地1地区⇒畑地計上
上川 美深町
水田1地区、畑地1地区、草地0地区
⇒R1～R3の事業費が畑地の方が多いため、畑地計上

・同一市町村内で複数の事業を実
施していた場合、地区数の一番多
い事業を計上
・同一市町村内で地帯別の地区数
が同数の場合は、事業費の多い地
帯で計上

水田(57市町村)
畑地(49市町村)
草地(29市町村)
R1～R3未実施(28市町村)
H8～未実施(16市町村)

札幌市

江別市

千歳市

恵庭市

北広島市

石狩市

当別町新篠津村

函館市
北斗市

松前町福島町

知内町

木古内町

七飯町

鹿部町
森町

八雲町

長万部町

江差町

上ノ国町

厚沢部町

乙部町

奥尻町

今金町

せたな町

小樽市

島牧村

寿都町

黒松内町

蘭越町 ニセコ町

真狩村
留寿都村

喜茂別町

京極町

倶知安町

共和町

岩内町

泊村

神恵内村

積丹町

古平町

仁木町

余市町

赤井川村
夕張市

岩見沢市

美唄市

芦別市

赤平市

三笠市

滝川市

砂川市歌志内市

深川市

南幌町

奈井江町
上砂川町

由仁町
長沼町

栗山町

月形町

浦臼町

新十津川町

妹背牛町

秩父別町

雨竜町
北竜町

沼田町

旭川市

士別市

名寄市

富良野市

鷹栖町

東神楽町

当麻町

比布町
愛別町

上川町

東川町

美瑛町

上富良野町

中富良野町

南富良野町

占冠村

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村中川町

幌加内町

留萌市

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

稚内市

猿払村

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

豊富町

礼文町

利尻町

利尻富士町

幌延町

北見市

網走市

紋別市

美幌町

津別町

斜里町

清里町

小清水町

訓子府町
置戸町

佐呂間町

遠軽町

湧別町

滝上町

興部町

西興部村

雄武町

大空町

室蘭市

苫小牧市

登別市

伊達市

豊浦町

壮瞥町 白老町

厚真町

洞爺湖町

安平町

むかわ町

日高町

平取町

新冠町

浦河町

様似町

えりも町

新ひだか町

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村
更別村

大樹町

広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町

釧路市
釧路町

厚岸町

浜中町

標茶町

弟子屈町

鶴居村

白糠町

根室市

別海町

中標津町

標津町

羅臼町

伊達市

日高町

釧路市



R1～R3財政力指数(道営事業実施135市町村)
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財政力指数
振興局別平均（R1～R3）
※実施市町村のみ
○空 知～0.241
○石 狩～0.449
○後 志～0.299
○胆 振～0.330
○日 高～0.235
○渡 島～0.347
○檜 山～0.177
○上 川～0.229
○留 萌～0.179
○宗 谷～0.222
○ｵﾎｰﾂｸ～0.258
○十 勝～0.301
○釧 路～0.288
○根 室～0.322
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